
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

No.2049 
3月 5日例会 プログラム 「楽しい交通安全」 玉野交通安全協会 シルバーセフティサポーター 三村 清子様 
3月 12日例会 プログラム 「東京地検捜査部完全敗北の内幕」 岡山日日新聞新社 社長 原田 克也様 
3月 5日のメニュー ・シーフードフライの盛り合わせ（蛎、海老、蟹、帆立）・もやしの和え物・鶏肉団子のお汁・ご飯・お漬物・コーヒー 
 

前回（2 月 26 日）例会記録 
 

会員総数 33名 出席者数 22名 欠席者数 11名 出席率 66.67％ 前回補正率 87.88％ 
前回補正者 藤田君 星野君 林君 石川君 井上君 岸君 三宅(孝)君 

出
席
報
告 欠 席 者 仲田君 小野君 白石君 山田(次)君 
 
 来  訪  者   瀬山 純一様（元山陰合同銀行個人融資担当）  
 会 長 挨 拶   
 
 皆様、今日は。先ず、本日のゲストをご紹介致します。本日「アメリカ発金融危機とその後」と題して卓

話をして頂きます、瀬山純一様です。ようこそお出で頂きました。本日はよろしくお願い致します。 
 さて、いま大きなニュースとして私も乗っているプリウスを含む 4車種でのリコール問題があります。全

世界で 44万台が対象、そのリコール費用は 1千億超と言われます。一般にリコール費用は業種によって様々

です。自動車や家電では回収、修理、配送費用が、食品では修理という訳にはいかないので、回収、代金返

還、在庫の一掃処分等の費用が生じます。これらの費用は税務上その期の損金処理になるわけですが、トヨ

タは「品質保証引当金」を取り崩して対応するようですし、現にリコールに備えて従前より数千億の引当金

を計上しています。これは、会計原則上は負債性引当金といい、将来特定の費用・損失の発生の可能性が高

く、その額を合理的に見積もることができる場合は、リコールのような特別の費用・損失が発生する前から

毎期費用を計上しながら引当金を計上しておくことが、一度に巨額の損失を計上するより健全な会計処理と

言えます。但し、税務上は実際に支出していないものを費用として認めないことより、このような負債性引

当金による先行費用計上はできません。公正妥当な会計原則と税務会計とのギャップの 1事例としてご紹介

しました。 
 
 幹 事 報 告   
 
・ 「第 11回ロータリー国際囲碁大会」開催のご案内が届いております。 

日時：2010年 4月 17日(土)・18日(日) 場所：韓国忠清北道の清州市 
・ (財)岡山日米文化協会より設立 50周年記念式典・祝賀会のご案内が届いております。 
・ (社)岡山県聴覚障害者福祉協会玉野支部・玉野手話サークルより定期総会開催のご案内が届いております。 
・ 玉野市ボーイスカウト育成会より平成 21年度参与会費納入に対するお礼状が届いております。 
・ 玉野ウインドオーケストラより第 24回定期演奏会への後援依頼が届いております。 
・ 大阪リバーサイド RCの 30周年式典・祝賀会の出席者数は 12名になりました。さらに出席の方がいらっしゃ

いましたら幹事までご連絡ください。 
・ 他クラブ週報、例会変更通知は回覧させて頂きます。 
 
 スマイル・ボックス   
 
・東川君、松尾君－瀬山様、ようこそお出でくださいました。 
・島田君－遅刻しました。 
・渡邉君－公害審査会の為早退致します。 
 



 

< ２ > 

 プ ロ グ ラ ム  「アメリカ発金融危機とその後」  瀬山 純一様（元山陰合同銀行個人融資担当） 
 
１．世界金融恐慌の発生原因 
 （１）サブプライムローンと証券化商品による多額の損失発生 
    損失額の推計〔IMF（国際通貨基金）〕 
     米国  約 100兆円（米国銀行の総資産 1,260兆円の約 8%） 
     全世界 約 280兆円（世界の銀行の総資産の約 5%） 
     《参考》 サブプライムローン 100兆円 
          米国の住宅ローン 1,000兆円 
    なぜパーナンキ FRB議長は当初損失 10兆円と推定したのか 
 （２）市場の予想を裏切ったリーマン・ブラザーズの破綻処理 
    （負債総額推定 40兆円） 
    なぜボールソン財務長官はリーマン・ブラザーズを救済しなかったのか 
２．多額の公的資金支援による金融恐慌の回避 
３．世界の金融機関の現況と見通し 
 （１）米国 
    大手 6金融機関は 2009年 6月～12月に公的資金全額返済し、損失額の約 6割分の処理を 2009年第 2

四半期までに行った。（IMF2009年 10月発表） 
    住宅、商業用不動産のさらなる下落により新たな不良債権の発生の懸念があるが、収益力が高く（運用

資産比：日本の金融機関の約 2倍）、財務体質（自己資本、収益力）も急速に改善すると思われる。 
 （２）日本 
    サブプライム関連の損失が世界の中で最も少なかったが収益力が弱い。 
 （３）ヨーロッパ 
    サブプライム関連の損失を最も多額に被っており、損失処理も米国より遅れている。 
    今後東ヨーロッパ、中東等での新規不良債権の発生の懸念がある。 


